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都道府県別平均年間収入

・鹿児島県の平均年間収
入は約432万円。

・沖縄県の次に平均年間
収入が低い。

・年間収入の最も多い東
京都は約630万円であり、

東京と鹿児島の年間収入
は200万円もの差がある。

出典：総務省 全国家計構造調査
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鹿児島市の現状

・生活保護率が国
や県の推移よりも
大幅に上回ってお
り、生活保護受給
者が多い。

出典：鹿児島市の子供たちの現状
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鹿児島市の現状

・生活保護受給
中の子供の数は、
年々減少してい
るが、まだ一定
数いる。

出典：鹿児島市の子供たちの現状
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鹿児島市の現状 ・グラフを見ると、児童扶
養手当受給者数と対象児童
数が高い水準で推移してい
ることが分かる。
・また、児童扶養手当受給
者数と対象児童数の推移に
隔たりがあり、受け取れる
のに受け取っていない人が
多くいることが分かる。こ
のことから、自分が対象者
であると気づいていないか、
手続きが煩雑であり、申請
できていないことが考えら
れる。出典：鹿児島市の子供たちの現状
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日本の食品ロス量

半分近くを捨てて
しまっている!!

出典：農林水産省 食品ロス量の公表

日本人の一人当たりの
年間食品廃棄物量 は
世界で 第6位 、アジ
アでは ワースト1位
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食品ロス量の推移

・食品ロス量は減
少してきているが、
2030年度事業系食品

ロス量削減目標の
273万トンよりまだ

多いため、さらなる
削減が必要であり、
畜産や農業が盛んな
鹿児島でも食品ロス
の問題は深刻な課題
であると考えられる。

事業系食品ロス
が半分以上を占
めている。

出典：農林水産省 食品ロス量の公表
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鹿児島県登録子ども食堂一覧

→熊本市と比較すると、開催日が少ないことが分かる。

鹿児島市 熊本市

出典：鹿児島県HP

熊本市結婚・子育て応援サイト
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私たちが考えたこと

・支援を必要としている人を把握
し、支援できないか

・食品ロス（事業系ロス）を減ら
すことができないか

・子ども食堂をもっと定期的に開
くことができないか

児童扶養手
当受給者数
と対象児童
数の隔たり

食品ロス

子ども食堂
の開催が少
ない
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子育てが鹿児島を創る
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地域の畜産家・農家の方々や商店街、スーパー、レス
トランに無償、または低価で食材を提供してもらい、
定期的に子ども食堂を開催する。有志のボランティア
スタッフに協力していただく予定。

公民館、福祉館

毎週水・土曜日の週二日
情報提供会・相談会は毎週土曜日に開催

高校生以下無料。大人は基本300円。
（情報提供会のみ参加の場合は無料。）

・内容

・場所

・開催日

・利用料金

・対象地域

・対象者 鹿児島市に住む方々

鹿児島市
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政策の流れ

食材の提供を受ける（フードバンク等
を利用）

ボランティアの募集

子ども食堂の開催

子育てに役立つ情報提供会

活動の様子をSNSやチラシによる紹介

提供された食材や農家、
店の情報をSNSやポッ

プアップなどで紹介す
ることで提供者にもメ
リットあり！
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・児童扶養手当や市民福祉手当などの単親世帯を支援する政策の
紹介など。

・市役所などの行政に協力してもらい、生活を手助けしてくれる
有意義な情報を食堂に来てくれた方々にお伝えする。
また、困っていることを気軽に相談できる相談会も開催する。

・さらに、情報提供会に参加することで、子育て世代の友人がで
きるきっかけにも!!

子育てに役立つ情報提供会・相談会
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宣伝方法

・単親世帯の方が活動に気づき、子育てに役立つ情報
を得ることができるようにSNS（InstagramやTwitter、
Facebookなど）で子ども食堂と情報提供会の様子を宣
伝する。

・SNSを利用しない方にも活動に気づいてもらうために、

活動のチラシを学校で配布してもらったり、地域内の
商店街やスーパー、地域の掲示板などに掲載してもら
う。
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費用

会場代 ０円 （地域の福祉館を利用するため。）

材料費 食材を無償、または低価で譲っていただく。
一日の来場者を３０人分と見込むと約1.5万か

ら２万円。

人件費 ０円 （有志の方やボランティア）

宣伝費・情報提供会に必要な費用 約5,000円

合計 20,000～25,000円（一回の開催にかかる費用） 15



16

費用

・鹿児島県の子ども食堂の立ち上げ支援制度

・鹿児島市社会福祉協議会の子ども食堂への支
援（運営費助成）

・寄付



政策における役割

• 情報提供会に出席していただく人材確保

• 子ども食堂の支援、寄付募集の宣伝鹿児島市

• 食材の提供

• 活動の宣伝

農家・商店街
等の方々

• ボランティアへの参加地域の方々
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政策のメリット

鹿児島市

参加者

食材提供者

・児童扶養手当受給割合を高めることができる。

・子育て世帯（特に単親世帯）が住みやすい街
であると県内の方や県外の方、国にアピールす
ることができ、Uターンも期待できる。（モデ
ルケースへ）

今ある地域資源（公民館など）を活用すること
ができる。
・地域で子育てしていくという意識の向上。
・フードロスを削減することができる。
・自分が作った農作物をPRすることができる。
・商店街や企業の宣伝にもなる。

・子育てに役立つ情報を得ることができる。
・子育て仲間ができる。 18



• 総務省2019年全国家計構造調査所得に関する結果及び家計資産・負債に関す
る結果→https://www.stat.go.jp/data/zenkokukakei/2019/pdf/youyaku0518.pdf

• 鹿児島市の子供たちの現状→6kagoshimasinokodomotatinogennjou.pdf

• 鹿児島県HP 鹿児島県登録子ども食堂
→https://www.pref.kagoshima.jp/ae32/kodomosyokudo/tourokusyokudo.html

• 農林水産省 食品ロス量の公表
→https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/recycle/211130.html

• 熊本市結婚・子育て応援サイト→https://www.kumamoto-kekkon-

kosodate.jp/page235.html
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